
 

 

 

《維新プロジェクト評価》 

４ 中堅・中小企業の「底力」発揮プロジェクト  

 本県経済を支える中堅・中小企業が、さらに成長し雇用を生む力を発揮できるよ
う、中堅・中小企業が行う新たな試みへの挑戦や経営革新の取組、本県の強みで
あるものづくり技術の革新、創業や事業承継などに対する支援を強化するととも
に、産業人材の確保・育成の取組を進める 

    
11 経済成長をけん引する地域中核企業の創出・成長支援 

12 地域の経済を支える中堅・中小企業の成長支援 

13 商業の成長支援 

14 「創業応援県やまぐち」の深化 

15 持続可能な建設産業の構築 

16 成長を支える産業人材の確保・育成 

 
（1）成果指標の状況・県民実感度調査の結果 

成 果 
指 標 

進捗状況 指標数 主な指標 

★★★★★(目標を達成）   
★★★★ (計画を上回る)   

★★★   （ほぼ計画どおり） 7 地域経済牽引事業計画承認件数 等 

★★     (計画を下回る) 2 就職決定者数（山口しごとセンター登録者） 等 

★     （計画から大幅に遅れ） 1 建設産業の技術者・技能者の若年者比率 

－    (数値が未公表) 1 高校生等の県内就職割合 

県 民 
実感度
調 査 
（％） 

調査項目 そう思う どちらともいえない そう思わない 

スタートアップ企業の成長や、地域経済をけん引する中核的な企

業の成長を支援するための取組が進んでいる 
32.1 33.3 34.6 

意欲的な中堅・中小企業等による新商品・新サービスの開発、創業・

事業承継などを支援するための環境づくり、本県の産業を担う人

材の確保・育成が進んでいる 

16.1 39.5 44.4 

 

 

 

 

 

（2）主な取組と成果 

主
な
取 
組 

と 

成 

果 

○ 国立大学法人山口大学、公益財団法人やまぐち産業振興財団及び地方独立行政法人山口県産

業技術センターは、地域の産業振興及び人材育成に寄与するため、県の立ち合いの下、包
括的連携・協力に関する協定を締結（R5.3）。 

○ 地域金融機関等と連携したスタートアップ企業の創出、成長のための支援（R2

～R4）の中で、宇宙分野の企業１社がベンチャーキャピタルからの資金調達を
初めて実現した。 

○ 企業の生産性の向上を図りつつ、高い専門性を持つ人材を育成する一体的な支援により、県内

中小企業の成長支援を行うため、生産性向上・人材創造拠点と連携して支援をした結果、経営
革新計画目標達成件数は４０１件を達成。（目標：３７５件〔R4年度末（累計）〕） 

○ 商工会議所・商工会等と連携し、経営課題診断員が県内中小企業・事業所を訪問
し、事業承継の準備状況のヒアリングや早期準備着手の啓発実施により、関係機関の支援による

事業承継診断件数１，１９５件（R4 年度）を達成。（目標：７，５００件［R4～R8 年

度］） 

重 点 
施 策 

概 要 



 

○ 首都圏在住者向けに移住創業セミナーによる情報発信や個別相談会を実施。 

○ 商工会議所・商工会、市町、金融機関等と連携し、創業準備段階からステップアップ、実践・

フォローアップまで段階に応じた支援の実施により、関係支援機関の支援による創業件数２
２６件（R４年度）を達成（目標：1,２00 件［R4～R8 年度］)。 

○ 経営知識の習得を目的とした実践的な女性創業セミナーを開催し、創業準備段階の女

性を後押しする取組や女性創業応援ミーティングの開催などのフォローアップの強化により、

関係支援機関の支援による女性創業数９０件（R４年度）を達成。（目標：440 件［R4～R

８年度］) 

○ 国制度を活用した地域の課題解決に資する創業への補助金及び移住創業支援金の
支給。 

○ 将来の県内建設産業を担う若者・女性の確保・育成のため産学公で組織する「山

口県地域を支える建設産業担い手確保・育成協議会」のもと高校生等を対象に魅力発見
フェア、工事現場見学会・座談会等を実施。 

○ 建設産業の就労環境の改善や生産性の向上に向け、公共工事設計労務単価の改

定による適正な賃金水準の確保、週休２日工事の実施や公共事業での３次元モデ
ルの活用、ＩＣＴ活用工事の実施など建設 DX を推進。 

○ 就職相談から求人開拓、マッチングまでを総合的に行う就職サポーター等を県立高校
に２１人配置し、生徒との個別面談の中で地元企業の情報提供を行うとともに、関係機

関とも連携しながら、ＩＣＴ等を活用した就職ガイダンスの充実により、県内企業への理解
を深め、県内就職を促進。 

  高校生等の就職決定率：１０年連続で９９％を超える高い水準を維持 

  高校生等の県内就職比率：６年連続上昇し、令和４年度は過去最高の８４．６％（山口労働局

調べ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（3）課題と今後の展開方向 

課
題
と
今
後
の
展
開
方
向 

○ 包括連携協定による３者のそれぞれの強みを活かした企業支援と、県施策の連携・協力によ

る、共同研究や人材育成、リスキリング教育など、企業の多様なニーズに対応する取組が必要で

ある。 

○ スタートアップ企業を継続的に創出するためには、スタートアップ人材の育成やスタートア

ップ機運の醸成、事業化に向けた資金獲得支援とともに、産官学金の関係機関による支援体制を

構築することで、県内においてスタートアップが継続的に生まれやすい環境を整備する必要が

ある。 

○ 企業のさらなる生産性向上及び成長支援を図るため、関係機関と一体となって支援を行うこ

とが必要である。 

○ 県内企業の後継者不在率は年々改善しているものの、直近の調査では６５．３％と、全国平均

の５７．２％と比較して乖離がある状況であり、親族内や従業員による事業承継の早期準備着手

の啓発を継続するとともに、第三者による事業承継の促進を図る必要がある。 



 

 

○ 建設産業の将来を担う若者不足に対応するため、建設系学科の高校生だけでなく、その他の学

科の高校生や中学生等のより幅広い層に積極的に働きかけ、更なる魅力発信・就業マッチングの

取組を実施することが必要である。 

○ 建設産業の活性化を支援するため、賃金水準や週休２日の確保等の就労環境のさらなる改善

や、建設DXの推進による建設現場の生産性向上など、働き方改革の推進等に取り組んでいくこ

とが必要である。 

○ 雇用情勢は持ち直しが続く中、求人が求職を上回って推移しており、企業の人材不足が深刻化

している状況であり、デジタル技術を活用した効果的な県内企業の情報発信や、若者の県内就

職・定着を図るインターンシップ（就業体験）の取組の推進を強化する必要がある。 

○ 若者の県内定着を促進するため、新たな時代に活躍できる人材に対応したキャリア教育を大

学等において推進することにより、県内企業の認知度を向上させ、県内就職につなげていく必要

がある。 

○ 全国に先駆けて整備された１人１台タブレット端末等を活用した就職に向けた意識の醸成を

図るガイダンス等の充実により、県内企業の魅力やよさについての理解を深める取組を推進す

る。 

 

 

 

（参考）令和５年度の主な新規・拡充取組 

新 やまぐち中小企業脱炭素化促進支援事業 

県内中小企業に対する脱炭素経営に向けた普及啓発及び取組支援により、カーボンニュートラルを

契機とした県内中小企業の持続的経営への転換と成長・発展を実現 

新 建設ＤＸ総合推進事業 

 建設産業におけるＤＸを推進することにより、建設産業の生産性向上、インフラメンテナンスの高度

化・効率化及びデータ利活用環境を実現 

新 スタートアップ起業家育成事業 

 起業人材の育成やスタートアップコミュニティの形成を促進するとともに、投資家向けピッチコン

テスト等での資金獲得を支援し、急成長するスタートアップの創出を促進 

新 中小企業リスキリング支援事業 

 業務効率化・新事業展開等で必要となるＤＸやＧＸ等の新たな分野のリスキリングについて、中小企

業における取組モデル構築を図ることで、企業の持続的成長を担う産業人材の育成を推進 


